
教科 地理歴史 科目

授業計画
特進Ａ コース 3 学年 単位数 2 履修区分 全員履修 期 週 月 単　　元 内容 テスト範囲 着　　眼　　点

1 第６章幕藩体制の確立 １織豊政権 ヨーロッパ人の来航が

2 ２桃山文化 与えた影響について

3 ３幕藩体制の成立 考察する

4 江戸幕府の成立とその

5 体制、社会について

6 第７章幕藩体制の展開 1幕政の安定 確認する

7 ２経済の発展

8 ３元禄文化

9 （中間試験)

10

11 第８章幕藩体制の動揺 １幕政の改革

12 ２幕府の衰退

13 ３化政文化 国際社会の情勢と日本

14 第９章近代国家の成立 １開国と幕末の動乱 の対応について整理し

15 ２明治維新と富国強兵 近隣諸国や欧米諸国と

16 の歴史的関係を理解す

17 ３立憲国家の成立と る。

18 　日清戦争

19

20 (期末試験)

21 ４日露戦争と国際関係

22 ５近代産業の発展

1 ６近代文化の発達

2 第10章近代日本とアジア １第一次世界大戦と日本 第一次世界大戦後の日

3 ２ワシントン体制 本の経済や国際社会と

4 ３市民文化 の関係を整理する

5

6 ４恐慌の時代

7 ５軍部の台頭

8 ６第二次世界大戦

9 （中間試験)

10 第11章占領下の日本 １占領と改革 戦後日本の政治体制に

11 ２冷戦の開始と講和 ついて理解する

12

13 第12章高度経済成長 １ 55年体制

14 ２経済復興から高度成長へ （3年期末試験）

15 必要に応じて二次試験

16 対策を行う

17

18

19 (期末試験)

20

21

2023年度 シラバス

6

7

8

9

科目のねらい

・近世から現代の日本と世界の国々とのつながりを意識させる。
・近隣国との今日的問題を歴史的に把握し､解決について自分なりの考えを待つ。
・共通試験を意識して、確かな学力をつけさせる。

教   科   書 【改訂版】詳説日本史　（山川出版）　（81山川　日Ｂ309）

副教材・参考文献 必要に応じ用意する

前
　
　
期

4

5

学習上の留意点

・史実の整理と説明にとどまらず，その意義を発見できるよう工夫する。
・日本と国際社会のつながりを確かめる。
・映像資料などを利用し日本の幅広い文物にふれる機会を設け、日本への興味を
湧かせるように工夫する。

成績評価の方法・基準

・筆記試験、課題、小テスト、授業への取り組みを総合的に評価する。

備　　考

授業内容とすすめ方

・教科書を中心に進めていく。
・定期的に小テストを実施し、定着を図る。

日本史B

後
　
　
期

10

11

12

1

2

3

・受験を考えている生徒に対しては日本史演習の時間と協力しながら対応していく
ようにする。
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